
Ryoko Aoki 青木 陵子 
Robert Beck / Buck ロバート·ベック / バック 

Anne Eastman 金沢 雪 
Zon Ito 伊藤 存 

Yoshiro Furuhashi 古橋 義朗 
Takeshi Miyakawa 宮川 剛 

Monique Mouton モニーク·ムートン 
Tam Ochiai 落合 多武 
Hiroyuki Oki 大木 裕之 

Ayano Shibata 柴田 彩乃 
Stephen Sprott スティーブン·スプロット 

Chinatsu Yasuhara 安原 千夏 
Cici Wu 武雨濛 

 
企画：アン·イーストマン、落合 多武 

 
The Pawnbroker’s Museum 

日光市 
 

2025年8月2日（土）～8月31日（日） 
11時～18時 土曜・日曜はオープン * 平日は予約制 

 
オープニングレセプション 
8月2日（土）15時～18時


 
 
トレッドソン別邸は、日光のThe Pawnbroker’s Museumにてグループ展を開催することをお知らせいたします。アン·イーストマン
と落合多武が企画した本展は、「ずれた」というタイトルを冠しています。何かがほんの少しずれている、離れる、動く、、ある
いは私たちの注意を引くに十分な移動状態。意図的であれ偶然であれ、アイデア、人物、場所、瞬間、または物質的状態が別の場
所に移動し、不完全が現れた時に起こる運動によって進む方向は無数に広がります。本展に参加するアーティストたちは、これら
の変化する現実に応答しています。各作品は、元の起点からずれてしまった、逃げ去る記憶、場所、または自己を指し示していま
す。


宮川 剛は、1990年代前半、イーストリバー沿いのウィリアムズバーグの廃墟の中で、自身を幽霊のように撮影しました。東京から
ニューヨークに新たに到着した彼は、ぼんやりとした匿名の姿で現れます。


スティーブン·スプロットのシルクスクリーン作品は、洗練された節約の美学から生まれています。収集したイメージから抽出·コ
ラージュされた単一のレイヤーが、孤立され繰り返されることで、未知なるものへの信頼のような親しみが形成されます。


古橋義朗(b. 1932–d. 2008) は日光で一生涯を送り、光と風、 季節の変化によって姿を変えた馴染み深い風景を探求し続け水彩画
に描き残しました。


ロバート·ベックは、自身のアイデンティティへの芸術的介入として名前をバックに変えました。1文字の微妙な変化が連鎖的な意
味を生み出します。展示には、彼がニューヨークで過ごしていた初期の頃に、Kodak Colorburst 250 インスタントカメラで撮影さ
れた写真が含まれています。副次的なテーマとして、場所の変化が芸術家に与える刺激が挙げられます。作品は消えゆく何か、あ
るいはすでに失われた何かの印象を捉えようとしています。


シシ·ウーの映像作品「彩雲（ロージークラウド）ブリッジ」（2023）は、元々は逆さまに吊るされた橋の形のライトインスタ
レーションの中で展示されています。本展ではその文脈から離れ、展示空間の中で投影されます。この作品は、社会主義時代の中
国の出版物『中国画報』における名前の変更に着想を得ており、言語やイデオロギー、個人的な物語のずれを詩的に瞑想していま
す。


柴田彩乃の油彩画は、絡み合う宇宙的かつ地上的な下草を思わせる、流動的で自由な感覚を呼び起こします。


https://troedssonvilla.us17.list-manage.com/track/click?u=d9c00c7c6a8a0e2cf4090c174&id=f575056ea3&e=8999ffd4d0


大木裕之は、映像とドローイングを通じて建築を問い続けています。彼の創作は、芸術制作と生活が融合したものです、それは有
限性と無限性に関する実践でもあるのです。


落合多武の「アイデアとしてのドローイング」と呼ばれる作品群は、移動や運動を結晶化する試みとも言えるでしょう。本展で
は、誕生と死の場所を肖像としてたどる「誰も皆二つの場所を持つ」シリーズの作品と他の作品も展示されます。


アン·イーストマンの月のドローイング、写真、映像作品は、時間と場所の記録としてのドローイング実践の一形態です。これらは
日光の山中で発見された倒壊した擁壁の鉄筋コンクリートの絡まった遺構に響き合い、自然に形成されたものとして再現されてい
ます。


青木陵子と伊藤 存は、今春に日光に滞在時に制作した風景のスケッチを発表します。彼らのドローイングは、理解の前の注視の感
覚を感じさせます。


安原千夏は、個人的に重要な場所である祖母の家で撮影した写真のスライドショーを発表します。最近取り壊されたこの場所を、
アートと展示の場として再考しています。


モニーク·ムートンは昨年秋に日光に滞在し制作を行いました。記憶から描かれたジャガード織りの布にシーンの断片が描かれ、紙
に描かれた小さな絵は、水や空を想起させる青のにじみを通して、かすかな場所の印象を捉えています。


トレッドソン別邸は、日光でアン・イーストマンによって企画・運営されているアートプロジェクトです。レジデンシープログラ
ムに加え、ワークショップや展覧会も開催しています。 今回の展覧会場であるThe Pawnbroker’s Museumは日光のメイン通りから
少し奥に入った元・古道具倉庫で１００年前に使われていた名称をそのまま借用しています。


展覧会概要:


タイトル：ずれた

参加作家：青木陵子、ロバート・ベック / バック、アン・イーストマン、伊藤 存、古橋義朗、宮川 剛、モニーク・ムートン、落合 
多武、大木裕之、柴田彩乃、スティーブン・スプロット、安原 千夏、シシ・ウー(武雨濛)

会期：2025年8月2日（土）～8月31日（日）

開館時間：11時～18時 土曜・日曜はオープン, 平日は予約制 （info@troedssonvilla.org）

会場：The Pawnbroker’s Museum *駐車場あり

〒321-1402 栃木県日光市中鉢石町909−１

*この住所はMeguri Caféに案内されますが、展覧会はカフェの中ではなく、駐車場の奥にある大きな建物内で開催されていますの
でご注意ください。

協力：小山登美夫ギャラリー、Ulterior、ブリジット・ドナヒュー、ANOMALY、Take Ninagawa, Taka Ishii Gallery

URL: https://troedssonvilla.org/zureta/


